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監
査
委
員
公
告
第
１
号

　
平

成
19年

度
包

括
外

部
監

査
の

結
果

に
基

づ
き

講
じ

た
措

置
に

つ
い

て
秋

田
県

知
事

か
ら

通
知

が
あ

っ
た

の
で

、
地

方
自

治
法

（
昭

和
22年

法
律

第
67

号
）

第
252条

の
38第

６
項

の
規

定
に

基
づ

き
、

次
の

と
お

り
公

表
す

る
。
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監
査

委
員

　
菊
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平
成

21年
２

月
15日

　
秋

田
県

監
査

委
員

　
金

　
谷

　
信

　
栄

　
秋

田
県

監
査

委
員

　
こ

だ
ま

　
祥

　
子

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
様

　
秋

田
県

監
査

委
員

　
大

　
和

　
顯

　
治

　
秋

田
県

監
査

委
員

　
菊

　
地

　
康

　
男

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
秋

田
県

知
事

　
寺

　
田

　
典

　
城

平
成

19年
度

包
括

外
部

監
査

の
結

果
に

基
づ

き
講

じ
た

措
置

に
つ

い
て

（
通

知
）

　
　

　
　

　
　

平
成

20年
３

月
11日

付
け

で
秋

田
県

包
括

外
部

監
査

人
白

山
真

一
か

ら
提

出
さ

れ
た

平
成

19年
度

包
括

外
部

監
査

の
結

果
に

基
づ

き
講

じ
た

措
置

に
つ

い
て

、
地

方
自

治
法

第
252条

の
38第

６
項

の
規

定
に

基
づ

き
、

別
紙

の
と

お
り

通
知

し
ま

す
。

　
　
　
　
　監

査
委
員
公
告
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（
監

査
結

果
）

１
　

心
身

障
害

者
扶

養
共

済
加

入
者

納
付

金
に

係
る

未
収

金
に

つ
い

て
　

⑴
　

掛
金

の
長

期
未

納
に

よ
る

共
済

加
入

者
の

地
位

　
　

　
掛

金
を

納
付

し
な

い
者

に
共

済
の

加
入

継
続

を
認

め
る

こ
と

は
、

納
入

義
務

者
に

支
払

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
与

え
ず

、
納

付
し

て
い

る
加

入
者

と
の

衡
平

を
害

す
る

た
め

、
長

期
間

の
掛

金
滞

納
中

の
加

入
者

に
対

し
、

以
下

の
対

応
が

必
要

で
あ

る
。

　
　

・
既

掛
金

免
除

者
に

対
す

る
所

得
・

財
産

調
査

と
所

得
に

応
じ

た
分

割
納

付
指

導
　

　
・

経
済

的
納

付
困

難
者

に
対

す
る

所
得

に
応

じ
た

分
割

納
付

の
指

導
　

　
・

そ
の

他
の

長
期

未
納

者
に

対
し

条
例

に
基

づ
く

速
や

か
な

脱
退

処
理

　
⑵

　
財

務
規

則
に

よ
る

債
権

の
回

収
事

務
の

徹
底

　
　

　
障

害
福

祉
課

で
は

平
成

17年
度

に
各

地
域

振
興

局
へ

未
納

者
の

調
査

を
依

頼
し

、
催

告
状

を
送

付
し

て
以

降
は

未
収

金
の

回
収

活
動

は
行

っ
て

い
な

い
た

め
、

財
務

規
則

に
従

い
回

収
に

向
け

た
取

組
み

を
徹

底
し

て
継

続
す

る
必

要
が

あ
る

。
（

改
善

措
置

）
１　

⑴
　

債
務

者
に

は
、

当
課

の
ほ

か
に

も
債

務
が

あ
る

者
も

お
り

、
現

在
、

計
画

的
に

分
割

納
付

す
る

よ
う

指
導

し
て

い
る

。
ま

た
、

平
成

21年
度

ま
で

に
現

況
を

整
理

し
、

適
正

な
事

務
処

理
を

行
う

。
　

⑵
　

平
成

19年
度

及
び

平
成

20年
度

に
催

告
状

を
発

し
、

一
部

債
権

を
回

収
し

て
い

る
。

今
後

も
引

き
続

き
催

告
状

を
発

す
る

な
ど

、
未

収
金

の
回

収
に

努
め

る
。

（
監

査
結

果
）

２
　

児
童

相
談

所
で

発
生

す
る

未
収

金
に

つ
い

て
　

　
時

効
消

滅
し

た
債

権
は

、
財

務
規

則
第

389条
に

基
づ

き
不

納
欠

損
処

分
を

行
う

こ
と

に
な

る
が

、
こ

れ
が

な
さ

れ
な

い
ま

ま
未

収
金

が
増

加
し

て
い

る
。

こ
れ

は
、

限
ら

れ
た

人
員

で
納

入
義

務
者

の
所

在
や

収
入

状
況

等
を

適
時

把
握

す
る

こ
と

に
限

界
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

た
め

で
あ

り
、

早
急

に
改

善
策

を
検

討
す

べ
き

で
あ

る
。

監
　

査
事

件
名

未
収

金
等

の
管

理
監

　
査

年
月

日
平

成
19年

８
月

29日
か

ら
平

成
20年

２
月

14日
ま

で

（
改

善
措

置
）

２
　

不
納

欠
損

処
分

・
滞

納
処

分
の

実
施

に
つ

い
て

、
平

成
21年

度
実

施
に

向
け

健
康

福
祉

部
内

で
の

調
整

を
行

っ
て

い
る

。

（
監

査
結

果
）

３
　

畜
産

経
営

自
立

化
促

進
資

金
貸

付
金

に
係

る
未

収
金

に
つ

い
て

　
　

債
権

管
理

簿
が

十
分

に
引

継
ぎ

さ
れ

ず
、

督
促

履
歴

等
の

確
認

が
で

き
な

い
状

況
に

あ
る

。
長

期
に

わ
た

る
未

収
金

回
収

業
務

に
つ

い
て

、
人

事
異

動
で

形
式

的
な

引
継

事
項

と
し

て
の

み
処

理
さ

れ
て

い
る

可
能

性
や

、
抜

本
的

な
債

権
回

収
策

が
検

討
さ

れ
て

い
な

い
可

能
性

が
あ

り
、

行
為

事
実

を
立

証
す

る
た

め
に

も
、

債
権

管
理

簿
の

督
促

履
歴

を
整

理
し

、
適

正
な

管
理

が
な

さ
れ

る
べ

き
で

あ
る

。
（

改
善

措
置

）
３

　
債

権
管

理
簿

の
督

促
履

歴
等

に
つ

い
て

は
、

平
成

20年
度

に
整

理
済

み
で

あ
り

、
今

後
も

引
き

続
き

適
正

な
管

理
を

行
う

。

（
監

査
結

果
）

４
　

工
業

団
地

開
発

事
業

に
係

る
未

収
金

に
つ

い
て

　
　

土
地

売
買

代
金

完
納

後
、

指
定

期
間

満
了

日
ま

で
の

契
約

違
反

に
よ

り
当

該
売

買
契

約
が

解
除

さ
れ

、
同

時
に

違
約

金
が

発
生

し
た

が
、

県
は

、
違

約
金

の
調

定
後

に
売

買
代

金
の

全
額

を
相

手
方

に
返

還
し

、
違

約
金

と
売

買
代

金
の

相
殺

を
行

わ
な

か
っ

た
た

め
に

未
収

金
に

な
っ

た
事

例
が

あ
る

。
　

　
財

務
規

則
384条

に
よ

る
と

、
当

該
ケ

ー
ス

は
違

約
金

と
売

買
代

金
が

相
殺

さ
れ

、
未

収
金

の
発

生
を

回
避

で
き

た
も

の
で

あ
り

、
こ

の
よ

う
な

同
一

相
手

方
に

対
す

る
債

権
・

債
務

は
、

相
殺

を
徹

底
す

る
必

要
が

あ
る

。
（

改
善

措
置

）
４

　
返

還
金

に
係

る
相

殺
条

項
に

つ
い

て
は

、
当

時
か

ら
契

約
書

に
条

文
化

し
て

お
り

、
今

後
は

適
切

に
対

応
し

て
い

く
。

（
監

査
結

果
）

５
　

母
子

寡
婦

福
祉

資
金

貸
付

金
に

係
る

未
収

金
に

つ
い

て
　

⑴
　

債
権

回
収

方
法

に
つ

い
て

の
検

討
の

必
要

性
　

　
①

　
現

金
取

扱
員

以
外

の
者

に
よ

る
現

金
の

預
か

り
納

付
　

　
　

　
母

子
自

立
支

援
員

等
が

借
入

者
か

ら
償

還
金

を
預

か
り

、
一

旦
、

県
福

祉
事

務
所

の
金

庫
に

保
管

し
、

振
り

込
み

を
行

っ
て

い
る

事
例

が
あ

る
が

、
母

子
自

立
支

援
員

等
は

現
金

取
扱

員
で

は
な

く
、

現
金

を
受

領
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

う
え

、
夜

間
に

金
庫

へ
保

管
す

る
場

合
は

鍵
の

取
扱

い
の

問
題
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も

あ
り

、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

観
点

か
ら

見
直

し
が

必
要

で
あ

る
。

　
　

　
　

ま
た

、
分

割
納

付
中

の
場

合
、

返
済

額
よ

り
も

公
金

取
扱

金
融

機
関

ま
で

の
交

通
費

が
高

い
場

合
や

、
他

の
金

融
機

関
を

使
用

し
た

場
合

、
振

込
手

数
料

の
負

担
額

が
相

対
的

に
重

く
な

る
場

合
が

あ
り

、
現

金
取

扱
員

に
よ

る
回

収
や

口
座

自
動

振
込

、
郵

便
局

収
納

な
ど

、
多

様
な

収
納

方
法

に
つ

い
て

検
討

す
べ

き
で

あ
る

。
　

　
②

　
時

間
外

で
の

自
家

用
車

に
よ

る
借

入
者

訪
問

　
　

　
　

夜
間

、
自

家
用

車
を

使
用

し
て

借
入

者
宅

を
訪

問
し

、
償

還
指

導
等

を
行

っ
て

い
る

事
例

が
あ

る
が

、
時

間
外

手
当

、
ガ

ソ
リ

ン
代

等
の

精
算

は
行

わ
れ

て
い

な
い

。
夜

間
の

訪
問

に
は

効
率

性
の

観
点

か
ら

合
理

性
も

認
め

ら
れ

る
が

、
自

家
用

車
使

用
等

に
係

る
交

通
費

精
算

、
時

間
外

手
当

の
支

給
、

事
故

対
応

等
、

付
随

す
る

問
題

も
あ

る
た

め
、

今
後

の
方

針
に

つ
い

て
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

　
⑵

　
違

約
金

の
免

除
方

針
の

統
一

的
取

扱
い

　
　

　
「

母
子

福
祉

資
金

及
び

寡
婦

福
祉

資
金

貸
付

事
務

取
扱

要
領

」
で

は
、

災
害

や
諸

事
情

に
よ

り
「

や
む

を
得

な
い

理
由

」
と

認
め

ら
れ

る
場

合
は

違
約

金
を

免
除

す
る

取
扱

い
と

し
て

い
る

が
、

「
や

む
を

得
な

い
理

由
」

の
取

扱
い

が
、

福
祉

事
務

所
に

よ
り

異
な

っ
て

い
る

。
　

　
　

一
方

、
「

秋
田

県
母

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
の

手
引

き
」

で
は

、
原

則
と

し
て

免
除

を
行

わ
な

い
取

扱
い

で
あ

る
が

、
上

記
要

領
も

廃
止

さ
れ

て
お

ら
ず

、
「

や
む

を
得

な
い

理
由

」
を

柔
軟

に
認

め
る

余
地

が
残

さ
れ

て
い

る
。

　
　

　
現

状
、

違
約

金
の

ほ
と

ん
ど

に
つ

い
て

３
月

末
に

支
払

免
除

申
請

が
提

出
さ

れ
、

承
認

さ
れ

て
い

る
が

、
そ

の
基

準
を

明
確

に
し

、
借

入
者

へ
の

説
明

、
支

払
猶

予
手

続
等

の
実

務
対

応
に

つ
い

て
、

県
の

方
針

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
　

⑶
　

違
約

金
の

調
定

　
　

①
　

大
館

福
祉

環
境

部
　

　
　

　
元

金
の

収
入

後
、

３
ヶ

月
程

度
を

ま
と

め
て

調
定

す
る

こ
と

は
、

上
記

要
領

に
違

反
し

て
い

る
た

め
、

違
約

金
の

支
払

猶
予

手
続

を
調

定
時

ま
で

に
行

う
な

ど
、

実
務

対
応

に
つ

い
て

、
県

の
方

針
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

　
　

　
　

ま
た

、
利

子
に

対
す

る
違

約
金

の
調

定
を

行
っ

て
い

な
い

が
、

母
子

及
び

寡
婦

福
祉

法
施

行
令

第
17条

に
違

反
し

て
お

り
、

元
利

一
体

と
し

て
違

約
金

の
調

定
を

行
う

べ
き

で
あ

る
。

　
　

②
　

秋
田

福
祉

環
境

部

　
　

　
　

免
除

申
請

書
が

提
出

さ
れ

た
場

合
、

旧
秋

田
福

祉
事

務
所

は
必

要
と

認
め

ら
れ

る
場

合
の

み
に

つ
い

て
、

旧
由

利
福

祉
事

務
所

は
全

て
に

つ
い

て
、

知
事

あ
て

に
副

申
し

て
い

た
。

　
　

　
　

統
合

後
は

、
平

成
18年

度
の

違
約

金
を

調
定

し
て

お
ら

ず
、

平
成

19年
度

分
に

つ
い

て
も

年
度

内
に

１
度

調
定

を
行

う
予

定
と

い
う

の
み

で
あ

り
、

違
約

金
免

除
の

方
針

は
明

ら
か

で
な

い
が

、
上

記
施

行
令

第
17条

に
違

反
し

て
お

り
、

適
正

な
違

約
金

の
調

定
を

行
う

べ
き

で
あ

る
。

　
　

③
　

平
鹿

福
祉

環
境

部
　

　
　

　
福

祉
事

務
所

統
合

に
よ

り
借

入
者

が
著

し
く

増
加

し
た

た
め

、
シ

ス
テ

ム
上

で
の

入
金

消
込

作
業

や
違

約
金

計
算

等
を

１
名

の
母

子
自

立
支

援
員

で
対

応
す

る
こ

と
が

不
可

能
な

状
況

に
な

っ
て

い
る

。
平

成
19年

４
月

以
降

、
正

職
員

１
名

も
業

務
を

担
っ

て
い

る
が

、
平

成
19年

11月
時

点
で

入
金

消
込

作
業

が
約

100件
未

了
で

あ
り

、
結

果
と

し
て

、
平

成
18年

度
分

の
違

約
金

の
調

定
が

行
わ

れ
て

い
な

い
た

め
、

現
状

は
上

記
施

行
令

第
17条

に
違

反
し

て
お

り
、

事
務

処
理

対
応

と
適

正
な

違
約

金
の

調
定

を
行

う
べ

き
で

あ
る

。
（

改
善

措
置

）
５　

⑴
①

　
現

金
は

全
て

現
金

取
扱

員
が

取
り

扱
う

こ
と

と
し

た
。

ま
た

、
債

務
者

の
利

便
性

を
高

め
る

た
め

、
平

成
21年

度
か

ら
口

座
振

替
を

導
入

す
る

。
　

　
②

　
償

還
指

導
に

係
る

経
費

は
出

張
旅

費
と

し
て

精
算

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

時
間

外
に

お
け

る
償

還
指

導
は

正
規

職
員

が
担

当
す

る
こ

と
と

し
た

。
　

⑵
　

こ
れ

ま
で

、
「

や
む

を
え

な
い

理
由

」
を

柔
軟

に
認

め
て

き
た

結
果

、
福

祉
事

務
所

間
で

異
な

る
取

扱
い

を
行

っ
て

き
た

が
、

特
に

、
生

活
困

窮
な

ど
経

済
的

な
理

由
に

よ
る

違
約

金
免

除
の

基
準

を
明

確
に

す
る

た
め

、
平

成
20年

12月
に

「
違

約
金

免
除

規
程

」
を

制
定

し
、

現
在

は
規

定
に

沿
っ

た
処

理
を

行
っ

て
い

る
。

　
⑶

①
　

「
違

約
金

免
除

規
程

」
に

沿
っ

て
違

約
金

の
調

定
又

は
免

除
規

程
に

合
致

し
て

い
る

者
に

つ
い

て
は

免
除

申
請

を
提

出
さ

せ
、

処
理

を
行

っ
て

い
る

。
な

お
、

元
利

一
体

の
違

約
金

計
算

は
、

平
成

19年
度

中
に

改
善

し
た

。
　

　
②

　
「

違
約

金
免

除
規

程
」

に
沿

っ
て

違
約

金
の

調
定

又
は

免
除

規
程

に
合

致
し

て
い

る
も

の
に

つ
い

て
は

免
除

申
請

を
提

出
さ

せ
、

処
理

を
行

っ
て

い
る

。
　

　
③

　
入

金
消

し
込

み
の

未
処

理
に

つ
い

て
は

平
成

19年
度

中
に

改
善

が
図

ら
れ

た
。

違
約

金
の

処
理

に
つ

い
て

は
「

違
約

金

免
除

規
程

」
に

沿
っ

て
違

約
金

の
調

定
又

は
免

除
規

程
に

合
致

し
て

い
る

も
の

に
つ

い
て

は
免

除
申

請
を

提
出

さ
せ

、
処

理
を

行
っ

て
い

る
。

（
意

見
）

１
　

貸
付

金
に

起
因

す
る

未
収

金
に

つ
い

て
　

⑴
　

貸
付

金
の

管
理

　
　

　
未

収
金

が
発

生
し

た
貸

付
先

と
そ

れ
以

外
に

分
け

、
未

収
金

が
発

生
し

た
貸

付
先

に
対

し
て

は
、

期
限

未
到

来
額

を
含

め
た

債
権

を
実

質
的

な
延

滞
債

権
と

し
て

管
理

す
る

な
ど

、
貸

付
金

に
よ

り
発

生
す

る
未

収
金

の
特

徴
を

考
慮

し
た

管
理

体
制

を
整

備
す

べ
き

で
あ

り
、

将
来

的
に

は
貸

付
金

に
関

す
る

シ
ス

テ
ム

の
構

築
に

よ
る

体
制

整
備

が
望

ま
れ

る
。

　
⑵

　
違

約
金

　
　

　
支

払
が

完
了

し
た

貸
付

先
の

み
な

ら
ず

、
元

利
未

納
の

も
の

に
つ

い
て

も
潜

在
的

な
違

約
金

は
発

生
し

て
お

り
、

将
来

調
定

さ
れ

る
潜

在
的

な
違

約
金

も
債

権
管

理
の

対
象

と
す

る
べ

き
で

あ
る

。
　

　
　

ま
た

、
母

子
寡

婦
資

金
貸

付
金

に
つ

い
て

は
、

福
祉

事
務

所
ご

と
に

調
定

時
期

が
異

な
り

、
違

約
金

自
体

を
把

握
し

て
い

な
い

事
務

所
も

あ
る

こ
と

か
ら

、
今

後
早

急
な

改
善

が
望

ま
れ

る
。

（
改

善
措

置
）

１　
⑴

　
個

々
の

貸
付

金
の

特
徴

を
考

慮
し

、
各

部
局

に
お

い
て

、
未

収
金

が
発

生
し

た
貸

付
先

に
対

し
て

は
期

限
未

到
来

額
を

含
め

た
債

権
を

実
質

的
な

延
滞

債
権

と
し

て
管

理
す

る
な

ど
、

シ
ス

テ
ム

の
構

築
を

含
め

た
管

理
体

制
を

整
備

す
る

こ
と

と
し

た
。

　
⑵

　
貸

付
金

の
未

収
金

に
含

ま
れ

て
い

な
い

違
約

金
が

あ
る

場
合

は
、

そ
の

違
約

金
の

額
を

一
定

の
時

点
で

計
算

し
、

債
務

者
に

対
す

る
償

還
指

導
や

今
後

の
対

応
に

活
用

す
る

こ
と

と
し

た
。

　
　

　
ま

た
、

母
子

寡
婦

資
金

貸
付

金
に

つ
い

て
は

、
母

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
規

則
の

改
正

及
び

「
違

約
金

免
除

規
程

」
の

制
定

に
よ

り
、

適
正

に
処

理
し

て
い

る
。

（
意

見
）

２
　

未
収

金
管

理
の

抜
本

的
見

直
し

の
方

向
性

に
つ

い
て

　
⑴

　
平

成
12年

度
包

括
外

部
監

査
の

指
摘

の
改

善
状

況

監
　

査
事

件
名

未
収

金
等

の
管

理
監

　
査

年
月

日
平

成
19年

８
月

29日
か

ら
平

成
20年

２
月

14日
ま

で
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平
成

12年
度

の
包

括
外

部
監

査
の

テ
ー

マ
は

「
貸

付
金

の
管

理
状

況
に

つ
い

て
」

で
あ

り
、

今
回

の
包

括
外

部
監

査
の

対
象

と
し

た
未

収
金

の
う

ち
、

貸
付

契
約

に
基

づ
く

債
権

に
つ

い
て

は
、

重
複

す
る

。
県

に
お

い
て

は
、

そ
の

後
の

改
善

対
応

を
し

て
い

る
が

、
債

権
回

収
事

務
は

、
法

律
的

知
識

、
専

門
的

な
情

報
収

集
や

回
収

ノ
ウ

ハ
ウ

が
必

要
な

面
が

あ
り

、
全

県
の

債
権

を
総

括
的

に
保

全
す

る
た

め
、

全
て

の
納

入
義

務
者

に
関

す
る

情
報

を
知

り
う

る
よ

う
な

統
一

・
専

門
的

な
組

織
の

設
置

な
ど

も
検

討
の

視
野

に
入

れ
る

必
要

が
あ

る
。

　
⑵

　
基

本
的

な
意

識
の

変
革

　
　

　
人

的
資

源
及

び
能

力
に

つ
い

て
、

「
選

択
と

集
中

」
の

視
点

か
ら

未
収

金
管

理
に

関
す

る
事

務
の

あ
り

方
を

根
本

的
に

再
検

討
す

べ
き

で
あ

る
。

　
　

　
ま

た
、

借
手

で
あ

る
県

民
に

お
い

て
も

、
抜

本
的

に
意

識
を

変
革

す
る

必
要

が
あ

る
。

例
え

ば
、

貸
付

金
に

起
因

し
て

発
生

す
る

未
収

金
は

、
民

間
金

融
機

関
等

よ
り

も
有

利
な

条
件

で
資

金
融

通
が

な
さ

れ
た

結
果

に
基

づ
く

も
の

で
あ

り
、

こ
の

こ
と

を
も

っ
て

県
と

い
う

公
的

機
関

と
し

て
の

機
能

は
十

分
に

果
た

さ
れ

て
い

る
と

考
え

る
べ

き
で

あ
る

。
そ

の
た

め
、

県
民

が
債

務
を

弁
済

す
る

と
い

う
局

面
に

お
い

て
は

、
民

間
金

融
機

関
等

に
対

す
る

債
務

弁
済

と
何

ら
変

わ
る

点
は

な
い

と
い

う
こ

と
を

県
及

び
県

民
と

も
ど

も
再

認
識

す
べ

き
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

　
⑶

　
抜

本
的

改
善

の
た

め
の

具
体

的
な

方
向

性
　

　
　

全
庁

あ
げ

て
の

対
策

や
今

ま
で

の
管

理
手

法
と

は
異

な
る

方
法

（
例

え
ば

債
権

回
収

業
務

の
専

門
業

者
へ

の
外

部
委

託
等

）
の

検
討

も
視

野
に

入
れ

る
べ

き
で

あ
る

。
（

改
善

措
置

）
２　

⑴
　

全
県

の
債

権
を

総
括

的
に

保
全

す
る

た
め

、
未

収
金

を
所

管
す

る
課

の
長

な
ど

を
委

員
と

す
る

債
権

管
理

検
討

委
員

会
を

設
置

し
た

。
　

⑵
　

債
権

管
理

に
係

る
課

題
に

つ
い

て
詳

細
な

調
査

・
検

討
を

行
う

た
め

、
債

権
管

理
検

討
委

員
会

に
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

を
設

置
し

た
。

ま
た

、
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

の
グ

ル
ー

プ
員

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

図
る

た
め

、
債

権
管

理
の

研
修

会
を

実
施

し
た

。
　

⑶
　

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
に

お
い

て
、

債
権

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

作
成

、
債

権
の

実
態

調
査

、
個

別
案

件
に

係
る

回
収

方
法

の
検

討
な

ど
を

行
い

、
全

庁
を

あ
げ

て
の

対
策

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

（
意

見
）

３
　

心
身

障
害

者
扶

養
共

済
加

入
者

納
付

金
に

係
る

未
収

金
に

つ
い

て
　

⑴
　

債
権

管
理

簿
へ

の
記

載
の

徹
底

と
各

担
当

に
対

す
る

積
極

的
な

働
き

か
け

　
　

　
障

害
福

祉
課

は
、

各
福

祉
環

境
部

に
対

し
未

収
金

回
収

を
積

極
的

に
働

き
か

け
る

と
と

も
に

、
各

福
祉

環
境

部
か

ら
の

報
告

も
含

め
た

未
収

金
整

理
の

記
録

を
債

権
管

理
簿

に
残

す
必

要
が

あ
る

。
　

⑵
　

債
権

回
収

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

作
成

　
　

　
未

収
金

の
回

収
事

務
に

あ
た

り
、

県
と

納
入

義
務

者
間

の
ト

ラ
ブ

ル
が

発
生

し
た

事
例

が
あ

る
た

め
、

債
権

回
収

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

し
、

ト
ラ

ブ
ル

の
防

止
策

と
発

生
時

の
対

応
策

を
具

体
的

に
定

め
る

必
要

が
あ

る
。

　
⑶

　
同

一
納

入
義

務
者

に
対

す
る

関
係

課
所

と
の

連
携

の
必

要
性

　
　

　
同

一
納

入
義

務
者

に
係

る
未

収
金

に
つ

い
て

、
秋

田
福

祉
環

境
部

は
、

障
害

福
祉

課
の

未
収

金
回

収
後

に
行

う
と

し
て

、
訪

問
督

促
等

は
行

っ
て

い
な

い
た

め
、

障
害

福
祉

課
に

対
し

債
権

回
収

状
況

又
は

督
促

状
況

を
確

認
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
（

改
善

措
置

）
３　

⑴
　

未
収

金
整

理
の

状
況

に
つ

い
て

は
、

各
福

祉
環

境
部

か
ら

の
報

告
等

も
含

め
、

適
正

に
債

権
管

理
簿

に
記

載
し

た
。

　
⑵

　
長

期
間

の
未

納
を

発
生

さ
せ

な
い

た
め

、
加

入
者

が
特

別
の

理
由

が
な

く
し

て
掛

金
を

二
月

間
滞

納
し

た
と

き
、

加
入

者
と

し
て

の
地

位
を

失
う

こ
と

や
、

制
度

の
脱

退
時

に
給

付
さ

れ
る

脱
退

一
時

金
か

ら
の

納
付

を
加

入
者

に
説

明
す

る
な

ど
、

平
成

21年
度

ま
で

に
債

権
回

収
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
す

る
。

　
⑶

　
秋

田
福

祉
環

境
部

と
連

携
の

う
え

、
債

務
者

に
対

し
分

割
納

付
を

含
め

早
期

の
納

付
を

指
導

し
て

い
る

。

（
意

見
）

４
　

雑
入

（
児

童
扶

養
手

当
の

過
払

い
）

に
係

る
未

収
金

に
つ

い
て

　
⑴

　
滞

留
を

長
期

化
さ

せ
な

い
対

策
の

検
討

　
　

　
県

内
在

住
者

に
つ

い
て

は
、

福
祉

事
務

所
と

連
携

を
取

り
な

が
ら

回
収

努
力

す
る

と
と

も
に

、
県

外
在

住
者

に
つ

い
て

は
、

部
課

を
超

え
た

横
断

的
組

織
で

回
収

の
対

応
を

検
討

す
る

と
と

も
に

、
県

の
公

金
納

付
が

可
能

な
金

融
機

関
へ

の
振

込
み

以
外

の
方

法
に

よ
る

回
収

方
法

に
つ

い
て

も
検

討
す

べ
き

で
あ

る
。

　
⑵

　
新

規
に

過
払

い
を

発
生

さ
せ

な
い

措
置

　
　

　
当

該
未

収
金

は
、

過
払

い
の

事
実

の
把

握
が

困
難

で
、

発
生

後
、

長
期

間
滞

留
す

る
傾

向
が

あ
り

、
新

規
に

過
払

い
を

発
生

さ
せ

な
い

た
め

、
通

報
窓

口
の

設
置

、
児

童
扶

養
手

当
法

第
35

条
に

基
づ

く
処

分
な

ど
、

具
体

的
な

方
策

を
検

討
す

べ
き

で
あ

る
。

（
改

善
措

置
）

４　
⑴

　
県

外
在

住
の

滞
納

者
へ

の
訪

問
催

告
に

つ
い

て
は

、
健

康
福

祉
部

と
し

て
の

統
一

的
な

対
応

方
針

を
平

成
21年

度
中

に
出

す
べ

く
調

整
中

で
あ

る
。

　
⑵

　
制

度
紹

介
の

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
活

用
し

、
新

規
申

請
時

及
び

現
況

届
面

接
時

に
資

格
喪

失
の

要
件

に
つ

い
て

十
分

説
明

を
行

い
、

債
権

の
発

生
を

未
然

に
防

ぐ
と

と
も

に
、

事
実

婚
等

が
疑

わ
れ

る
受

給
者

に
つ

い
て

は
市

町
村

と
連

携
を

図
り

実
態

把
握

に
努

め
る

も
の

と
す

る
。

（
意

見
）

５
　

児
童

相
談

所
で

発
生

す
る

未
収

金
に

つ
い

て
　

　
時

効
消

滅
し

た
債

権
等

に
つ

い
て

、
不

納
欠

損
処

分
を

行
う

と
と

も
に

、
未

納
者

に
係

る
児

童
等

の
措

置
解

　
除

後
も

、
債

務
者

の
所

在
、

家
庭

状
況

等
を

継
続

的
に

把
握

す
る

手
段

を
講

じ
る

べ
き

で
あ

る
。

　
　

ま
た

、
債

権
回

収
方

針
を

策
定

し
た

う
え

、
以

下
の

方
法

を
検

討
す

べ
き

で
あ

る
。

　
・

債
権

回
収

業
者

へ
の

委
託

、
若

し
く

は
債

権
管

理
専

任
職

員
の

配
置

　
・

県
外

在
住

者
に

対
す

る
部

局
横

断
的

組
織

に
よ

る
対

応
　

・
納

入
し

や
す

い
方

法
の

検
討

（
改

善
措

置
）

５
　

不
納

欠
損

処
分

に
つ

い
て

は
、

消
滅

時
効

額
を

精
査

し
な

が
ら

平
成

21年
度

の
実

施
に

向
け

健
康

福
祉

部
内

で
検

討
し

て
い

る
。

ま
た

、
家

庭
状

況
の

把
握

に
つ

い
て

は
、

未
収

金
催

告
と

併
せ

て
個

別
訪

問
を

実
施

し
て

い
る

。

（
意

見
）

６
　

行
政

代
執

行
に

よ
っ

て
発

生
す

る
未

収
金

に
つ

い
て

　
　

港
湾

空
港

課
で

発
生

し
た

未
収

金
に

関
し

て
、

平
成

19年
４

月
、

法
人

に
お

け
る

代
表

取
締

役
の

異
動

の
動

き
が

あ
り

、
こ

の
調

査
に

関
す

る
費

用
を

予
算

化
し

て
、

法
人

の
調

査
を

進
め

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
（

改
善

措
置

）
６

　
新

た
に

就
任

し
た

代
表

取
締

役
も

含
め

、
平

成
20年

３
月

５
日
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４

に
納

入
の

催
告

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
法

人
の

状
況

に
つ

い
て

は
、

差
押

え
を

実
施

し
て

い
る

秋
田

市
の

対
応

状
況

や
県

税
に

お
け

る
状

況
に

つ
い

て
調

査
を

進
め

て
い

る
。

（
意

見
）

７
　

県
営

住
宅

使
用

料
に

係
る

未
収

金
に

つ
い

て
　

⑴
　

滞
納

処
理

の
ノ

ウ
ハ

ウ
に

係
る

他
部

門
と

の
情

報
共

有
　

　
　

「
秋

田
県

県
営

住
宅

等
家

賃
対

応
対

策
事

務
処

理
要

綱
」

及
び

「
秋

田
県

営
住

宅
滞

納
者

法
的

措
置

要
綱

」
等

は
他

の
未

収
金

管
理

に
も

応
用

で
き

る
部

分
が

あ
り

、
優

れ
た

ノ
ウ

ハ
ウ

に
つ

い
て

積
極

的
な

情
報

共
有

を
図

る
べ

き
で

あ
る

。
　

⑵
　

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

作
成

　
　

　
以

下
の

記
載

内
容

事
例

を
定

め
た

詳
細

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

設
定

し
て

、
担

当
者

の
実

務
に

役
立

て
る

こ
と

を
検

討
す

べ
き

で
あ

る
。

　
　

・
退

去
命

令
の

発
動

等
係

る
定

量
的

な
ル

ー
ル

（
滞

納
月

数
、

滞
納

期
間

な
ど

）
　

　
・

連
帯

保
証

人
へ

の
請

求
方

法
の

具
体

的
な

ポ
イ

ン
ト

等
　

　
・

居
住

先
へ

の
調

査
の

ポ
イ

ン
ト

や
具

体
的

話
法

　
⑶

　
債

権
管

理
方

法
の

工
夫

（
債

権
管

理
簿

の
記

載
方

法
の

検
討

等
）

　
　

　
債

権
管

理
簿

に
つ

い
て

、
実

施
事

項
の

散
文

的
記

載
で

は
な

く
、

移
動

先
住

所
、

移
動

勤
務

先
、

連
帯

保
証

人
へ

の
要

求
状

況
、

法
的

手
続

の
実

施
段

階
、

対
応

の
基

本
方

針
と

方
針

選
定

理
由

等
、

重
要

か
つ

定
型

的
に

情
報

を
入

手
す

べ
き

事
項

の
記

載
欄

を
設

定
し

、
過

去
の

経
緯

が
わ

か
る

よ
う

に
記

載
方

法
を

検
討

す
べ

き
で

あ
る

。
　

　
　

ま
た

、
担

当
者

以
外

の
者

に
よ

る
定

期
的

な
検

査
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

る
内

部
牽

制
も

検
討

す
べ

き
で

あ
る

。
　

⑷
　

指
定

管
理

者
と

の
債

権
管

理
に

係
る

事
務

処
理

分
担

　
　

　
入

居
滞

納
者

に
係

る
最

新
か

つ
的

確
な

情
報

は
指

定
管

理
者

が
有

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
当

年
度

・
過

年
度

と
い

っ
た

滞
納

の
発

生
時

期
に

よ
る

督
促

業
務

の
分

担
で

は
な

く
、

入
居

者
・

退
去

者
の

区
別

を
基

準
と

し
て

実
質

的
に

有
効

な
方

法
を

検
討

す
べ

き
で

あ
る

。
　

　
　

ま
た

、
収

納
事

務
委

託
契

約
に

つ
い

て
、

債
権

回
収

額
等

に
応

じ
た

成
功

報
酬

型
の

委
託

料
算

定
を

導
入

す
る

な
ど

、
指

定
管

理
者

の
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
活

用
し

た
回

収
率

の
向

上
も

検
討

す
べ

き
で

あ
る

。
　

⑸
　

指
定

管
理

者
の

活
用

　
　

　
指

定
管

理
者

に
対

す
る

県
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

を
確

立
し

、
債

権
回

収
を

評
価

項
目

と
し

て
設

定
す

る
と

と
も

に
、

現
入

居
者

に
つ

い
て

連
帯

保
証

人
の

定
期

的
な

確
認

を
課

す
な

ど
の

工
夫

も
考

え
ら

れ
る

。
　

　
　

ま
た

、
県

及
び

指
定

管
理

者
は

、
滞

納
者

協
議

を
実

施
す

る
こ

と
と

な
っ

て
い

る
が

、
検

討
経

緯
の

議
事

録
等

を
残

す
こ

と
に

よ
り

、
人

事
異

動
時

で
も

情
報

共
有

が
で

き
る

よ
う

に
す

べ
き

で
あ

る
。

　
⑹

　
地

域
振

興
局

に
お

け
る

債
権

管
理

　
　

　
債

権
管

理
を

市
町

村
に

委
託

し
、

市
営

住
宅

と
一

体
管

理
す

る
な

ど
、

将
来

に
向

け
て

地
域

単
位

で
の

市
町

村
営

住
宅

と
の

管
理

の
一

本
化

や
、

指
定

管
理

者
に

よ
る

管
理

の
範

囲
拡

大
な

ど
、

回
収

管
理

の
合

理
化

に
向

け
た

努
力

が
必

要
で

あ
る

。
（

改
善

措
置

）
７　

⑴
　

「
秋

田
県

営
住

宅
等

家
賃

滞
納

対
策

事
務

処
理

要
綱

」
及

び
「

秋
田

県
営

住
宅

滞
納

者
法

的
措

置
要

綱
」

は
、

未
収

金
を

管
理

す
る

課
所

等
か

ら
照

会
が

あ
っ

た
場

合
に

は
積

極
的

に
提

示
し

て
い

る
。

　
⑵

　
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
つ

い
て

は
、

滞
納

の
個

々
の

事
情

等
を

勘
案

し
な

が
ら

、
平

成
21年

度
作

成
に

向
け

て
、

現
在

検
討

中
で

あ
る

。
　

⑶
　

債
権

管
理

簿
に

つ
い

て
は

、
過

去
の

経
緯

が
わ

か
る

よ
う

記
載

内
容

を
充

実
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
　

　
　

ま
た

、
大

口
滞

納
者

に
つ

い
て

、
四

半
期

毎
に

班
長

が
確

認
を

行
う

こ
と

と
し

、
内

部
牽

制
体

制
を

整
え

た
。

　
⑷

　
債

権
管

理
の

事
務

処
理

分
担

に
つ

い
て

は
、

指
定

管
理

者
と

協
定

締
結

時
に

協
議

決
定

し
た

事
項

で
あ

り
、

容
易

に
変

更
で

き
な

い
状

況
に

あ
る

。
次

回
の

協
定

締
結

に
お

い
て

は
意

見
を

踏
ま

え
て

協
議

を
行

う
。

　
⑸

　
指

定
管

理
者

に
対

し
、

債
権

回
収

を
評

価
項

目
に

す
る

こ
と

を
含

め
た

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
あ

り
方

に
つ

い
て

は
検

討
中

で
あ

り
、

次
期

指
定

時
ま

で
に

整
理

す
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

連
帯

保
証

人
の

定
期

的
な

確
認

に
つ

い
て

は
、

検
討

の
結

果
、

必
要

性
は

認
め

る
も

の
の

、
作

業
コ

ス
ト

が
膨

大
で

か
つ

効
果

が
薄

い
た

め
、

困
難

な
状

況
で

あ
る

。
　

　
　

ま
た

、
滞

納
者

協
議

に
つ

い
て

は
、

議
事

録
を

整
備

す
る

こ
と

と
し

た
。

　
⑹

　
秋

田
地

域
振

興
局

以
外

の
県

営
住

宅
の

市
へ

の
管

理
代

行
に

つ
い

て
は

、
市

営
住

宅
と

の
入

居
資

格
の

違
い

等
、

課
題

が
多

く
残

さ
れ

て
い

る
。

今
後

は
管

理
の

一
本

化
や

指
定

管
理

者
制

度
の

拡
大

を
含

め
、

債
権

の
回

収
管

理
の

合
理

化
に

向
け

た
検

討
を

進
め

る
。

（
意

見
）

８
　

恩
給

過
払

金
に

係
る

未
収

金
に

つ
い

て
　

　
住

民
基

本
台

帳
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
る

生
存

確
認

に
よ

り
、

今
後

同
じ

よ
う

な
未

収
金

が
発

生
す

る
可

能
性

は
少

な
い

が
、

既
存

の
未

収
金

に
つ

い
て

は
、

総
務

事
務

セ
ン

タ
ー

、
教

育
庁

福
利

課
両

課
で

情
報

交
換

す
る

な
ど

、
回

収
に

向
け

た
よ

り
合

理
的

な
方

策
の

検
討

が
望

ま
れ

る
。

（
改

善
措

置
）

８
　

未
収

金
に

つ
い

て
は

、
両

課
に

お
い

て
情

報
交

換
を

し
な

が
ら

回
収

に
努

め
て

お
り

、
一

部
に

つ
い

て
は

分
割

に
よ

り
定

期
的

に
納

入
さ

れ
て

い
る

。
今

後
も

、
情

報
交

換
を

密
に

し
な

が
ら

、
引

き
続

き
債

務
者

へ
の

訪
問

面
談

及
び

書
面

に
よ

る
督

促
や

他
の

債
務

状
況

の
把

握
等

を
行

い
、

早
期

回
収

に
努

め
る

。
　

　
未

収
金

の
回

収
に

つ
い

て
は

、
現

在
も

両
課

に
お

い
て

情
報

交
換

を
し

、
居

住
地

確
認

を
通

じ
督

促
訪

問
に

よ
り

回
収

に
努

め
て

い
る

。
今

後
も

、
債

務
者

の
住

民
登

録
地

の
市

役
所

に
居

住
状

況
の

確
認

を
す

る
と

と
も

に
、

現
地

を
訪

問
し

本
人

と
の

接
触

を
探

り
な

が
ら

過
払

い
金

の
早

期
回

収
に

努
め

る
。

（
意

見
）

９
　

生
活

保
護

費
返

還
金

に
係

る
未

収
金

に
つ

い
て

　
⑴

　
生

活
保

護
受

給
者

が
加

入
す

る
保

険
契

約
　

　
　

受
給

者
が

保
険

に
加

入
し

て
い

る
場

合
等

、
臨

時
収

入
に

よ
り

支
給

額
が

変
更

さ
れ

る
可

能
性

が
あ

る
場

合
は

、
保

険
契

約
等

の
内

容
を

十
分

に
把

握
し

、
受

給
者

に
臨

時
収

入
が

発
生

す
る

こ
と

を
十

分
に

認
識

の
う

え
発

生
し

た
場

合
の

発
見

に
努

め
る

な
ど

、
不

正
受

給
防

止
に

向
け

た
対

策
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

。
　

⑵
　

生
活

保
護

法
第

78条
に

よ
る

不
正

受
給

額
の

抑
制

　
　

　
福

祉
事

務
所

等
へ

の
県

民
等

の
通

報
に

よ
り

不
正

受
給

が
判

明
す

る
ケ

ー
ス

が
あ

る
が

、
電

話
や

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

通
じ

た
相

談
窓

口
・

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

等
を

設
け

て
早

期
発

見
に

努
め

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
　

⑶
　

債
権

回
収

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

作
成

　
　

　
納

入
義

務
者

死
亡

時
の

債
権

の
扱

い
、

不
納

欠
損

可
能

な
未

収
金

等
に

係
る

統
一

的
か

つ
具

体
的

な
方

針
、

納
入

義
務

者
が

認
知

症
の

場
合

等
の

対
応

策
を

明
ら

か
に

し
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
化

す
る

必
要

が
あ

る
。

（
改

善
措

置
）
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⑴
　

課
税

調
査

の
早

期
実

施
等

、
調

査
の

徹
底

に
よ

り
不

正
受

給
防

止
に

努
め

る
。

ま
た

、
担

当
が

替
わ

っ
て

も
保

有
す

る
保

険
に

関
す

る
情

報
を

共
有

で
き

る
よ

う
、

保
険

の
種

類
、

保
険

金
が

給
付

さ
れ

る
場

合
等

を
整

理
し

、
各

ケ
ー

ス
の

保
護

台
帳

に
明

記
す

る
こ

と
を

徹
底

す
る

。
　

⑵
　

現
在

で
も

、
福

祉
事

務
所

等
に

は
電

話
、

手
紙

、
メ

ー
ル

等
に

よ
り

情
報

が
寄

せ
ら

れ
て

い
る

が
、

根
拠

の
な

い
も

の
も

少
な

く
な

い
。

そ
の

た
め

、
ま

ず
は

、
保

護
受

給
者

と
の

信
頼

関
係

を
構

築
し

、
不

正
受

給
の

防
止

に
努

め
る

。
　

⑶
　

不
能

欠
損

処
理

の
ほ

か
、

債
権

回
収

、
債

権
管

理
の

具
体

的
な

方
針

を
、

健
康

福
祉

部
内

に
て

検
討

し
て

お
り

、
平

成
21年

度
中

に
マ

ニ
ュ

ア
ル

化
す

る
予

定
で

あ
る

。

（
意

見
）

10　
農

業
改

良
資

金
貸

付
金

に
係

る
未

収
金

に
つ

い
て

　
⑴

　
違

約
金

の
計

算
　

　
　

違
約

金
（

未
調

定
分

を
含

む
）

が
未

収
金

残
高

の
約

２
倍

と
な

っ
て

い
る

た
め

、
債

務
者

の
実

情
に

応
じ

た
違

約
金

の
回

収
方

法
を

検
討

す
べ

き
で

あ
る

。
　

⑵
　

債
権

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

整
備

等
　

　
　

実
情

を
踏

ま
え

た
実

効
性

の
あ

る
回

収
業

務
フ

ロ
ー

の
規

定
及

び
そ

の
根

拠
や

具
体

的
な

マ
ニ

ュ
ア

ル
類

の
整

備
が

不
十

分
な

状
況

で
あ

り
、

債
権

管
理

や
回

収
へ

向
け

た
具

体
的

な
ア

ク
シ

ョ
ン

・
回

収
技

法
等

を
検

討
す

べ
き

で
あ

る
。

（
改

善
措

置
）

10　
⑴

　
固

定
化

し
て

い
る

未
収

債
権

の
う

ち
違

約
金

が
相

当
部

分
を

占
め

て
い

る
が

、
ま

ず
は

元
金

の
早

期
回

収
に

努
め

る
と

と
も

に
、

平
成

20年
度

中
に

施
行

を
予

定
し

て
い

る
「

秋
田

県
農

業
改

良
資

金
債

権
管

理
事

務
処

理
要

領
」

に
従

い
、

債
務

者
の

実
情

に
応

じ
た

違
約

金
回

収
を

進
め

る
。

　
⑵

　
延

滞
発

生
の

状
況

や
現

在
の

実
情

に
応

じ
た

債
権

管
理

・
保

全
・

回
収

マ
ニ

ュ
ア

ル
と

し
て

、
「

秋
田

県
農

業
改

良
資

金
債

権
管

理
事

務
処

理
要

領
」

を
作

成
し

、
平

成
20年

度
中

に
施

行
す

る
予

定
で

あ
る

。

（
意

見
）

11　
林

業
改

善
資

金
貸

付
金

に
係

る
未

収
金

に
つ

い
て

　
⑴

　
未

収
金

回
収

の
た

め
の

方
針

及
び

管
理

体
制

整
備

の
必

要
性

　
　

　
過

去
に

決
定

さ
れ

た
回

収
事

務
方

針
や

一
斉

整
理

等
の

履
歴

も
文

書
と

し
て

残
さ

れ
て

い
な

い
た

め
十

分
な

引
継

ぎ
が

さ
れ

ず
、

業
務

が
非

効
率

と
な

っ
て

い
る

た
め

、
回

収
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
す

る
な

ど
、

管
理

体
制

を
整

備
し

、
明

確
な

記
録

を
引

継
ぐ

必
要

が
あ

る
。

　
⑵

　
未

収
金

回
収

事
務

の
高

度
化

の
必

要
性

　
　

　
納

入
義

務
者

の
債

権
返

済
意

欲
の

向
上

と
効

率
的

な
未

収
金

回
収

の
た

め
、

一
定

の
方

針
に

基
づ

く
積

極
的

な
訪

問
督

促
や

、
相

手
先

ご
と

に
、

面
会

や
督

促
の

頻
度

、
債

権
回

収
業

者
へ

の
委

託
を

行
う

な
ど

、
回

収
事

務
の

高
度

化
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

　
⑶

　
違

約
金

の
免

除
　

　
　

元
金

に
対

し
て

違
約

金
（

未
調

定
分

を
含

む
）

が
多

額
に

上
り

、
回

収
は

現
実

的
で

な
い

が
、

県
は

、
現

制
度

で
は

、
違

約
金

の
免

除
は

不
可

能
と

判
断

し
て

い
る

。
　

　
　

他
制

度
で

は
違

約
金

免
除

の
可

能
性

が
残

さ
れ

て
い

る
も

の
も

あ
り

、
衡

平
性

の
観

点
よ

り
、

違
約

金
免

除
に

係
る

地
方

自
治

法
の

解
釈

を
再

度
明

ら
か

に
し

た
う

え
、

免
除

規
程

の
設

置
等

の
可

能
性

を
検

討
し

、
基

本
方

針
を

明
確

に
す

る
必

要
が

あ
る

。
　

⑷
　

保
証

人
に

対
す

る
請

求
　

　
　

保
証

人
が

、
滞

留
の

事
実

を
知

ら
な

い
、

又
は

保
証

人
に

な
っ

た
事

実
を

覚
え

て
い

な
い

と
主

張
す

る
ケ

ー
ス

が
発

生
し

て
お

り
、

ト
ラ

ブ
ル

を
防

止
し

、
早

期
の

未
収

金
回

収
や

違
約

金
抑

制
の

た
め

、
保

証
人

も
未

収
金

回
収

の
対

象
と

す
る

よ
う

、
ル

ー
ル

化
す

る
必

要
が

あ
る

。
（

改
善

措
置

）
11　

⑴
　

債
権

整
理

簿
は

債
務

者
ご

と
に

整
理

さ
れ

て
お

り
、

訪
問

、
面

談
の

内
容

、
督

促
等

に
つ

い
て

も
記

録
し

、
引

き
継

ぎ
に

際
し

状
況

把
握

に
不

足
の

な
い

よ
う

に
整

理
し

て
い

る
。

　
　

　
回

収
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
つ

い
て

は
、

「
秋

田
県

林
業

・
木

材
産

業
改

善
資

金
債

権
管

理
事

務
処

理
要

領
」

を
作

成
し

、
今

年
度

中
に

施
行

す
る

予
定

で
あ

る
。

　
⑵

　
本

庁
主

体
で

実
施

し
て

い
る

年
２

回
の

督
促

状
の

送
付

は
継

続
の

う
え

、
地

域
振

興
局

主
体

で
訪

問
面

談
を

実
施

す
る

こ
と

と
す

る
。

　
　

　
ま

た
、

長
期

延
滞

者
に

つ
い

て
は

、
「

秋
田

県
林

業
・

木
材

産
業

改
善

資
金

債
権

管
理

事
務

処
理

要
領

」
に

お
い

て
、

随
時

訪
問

督
促

の
ほ

か
、

毎
年

延
滞

者
の

現
況

を
調

査
す

る
こ

と
と

し
、

延
滞

者
ご

と
の

実
情

に
応

じ
た

債
権

回
収

を
進

め
る

。
　

⑶
　

違
約

金
が

元
金

を
上

回
っ

て
い

る
債

務
者

も
お

り
、

回
収

は

現
実

的
で

は
な

い
。

制
度

上
で

は
違

約
金

の
免

除
規

定
が

な
い

た
め

、
県

独
自

で
の

規
定

は
困

難
で

あ
る

と
考

え
て

い
る

。
そ

の
た

め
、

地
方

自
治

法
上

で
の

減
免

、
不

納
欠

損
等

の
措

置
を

検
討

中
で

あ
る

。
　

⑷
　

未
収

金
に

対
す

る
督

促
状

の
送

付
に

当
た

っ
て

は
、

借
受

人
及

び
保

証
人

の
両

者
に

発
出

す
る

も
の

と
す

る
。

（
意

見
）

12　
中

小
企

業
設

備
導

入
助

成
貸

付
金

に
係

る
未

収
金

に
つ

い
て

　
⑴

　
全

般
事

項
　

　
　

高
度

化
資

金
に

つ
い

て
、

貸
付

金
残

高
の

約
70％

が
不

良
債

権
と

な
っ

て
お

り
、

全
国

の
都

道
府

県
の

平
均

と
比

較
し

て
も

延
滞

債
権

率
は

高
い

た
め

、
中

小
企

業
基

盤
整

備
機

構
等

と
連

携
を

し
て

、
よ

り
一

層
債

権
管

理
体

制
を

整
備

し
、

不
良

債
権

の
回

収
に

努
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
　

⑵
　

債
権

分
類

ご
と

の
回

収
事

務
の

高
度

化
　

　
　

限
ら

れ
た

労
力

で
最

大
限

の
効

果
を

発
揮

す
る

た
め

に
は

、
今

以
上

に
選

択
と

集
中

に
よ

る
管

理
が

必
要

で
あ

り
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

基
づ

く
債

権
分

類
毎

の
管

理
を

最
大

限
に

利
用

し
、

重
要

管
理

が
必

要
な

貸
付

先
を

選
定

の
う

え
、

人
的

資
源

を
集

中
す

る
べ

き
で

あ
る

。
　

⑶
　

中
小

企
業

基
盤

整
備

機
構

と
の

連
携

　
　

　
当

機
構

は
独

立
行

政
法

人
化

後
の

中
期

計
画

の
中

で
、

県
へ

の
債

権
管

理
業

務
を

支
援

す
る

と
し

て
お

り
、

県
は

、
機

構
支

部
と

の
連

携
や

、
債

権
調

査
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

制
度

の
活

用
な

ど
、

よ
り

積
極

的
に

機
構

と
連

携
し

、
債

権
の

回
収

に
努

め
る

べ
き

で
あ

る
。

　
⑷

　
あ

き
た

企
業

活
性

化
セ

ン
タ

ー
の

活
用

　
　

　
よ

り
一

層
あ

き
た

企
業

活
性

化
セ

ン
タ

ー
を

活
用

し
、

貸
付

先
の

経
営

改
善

、
そ

れ
に

伴
う

回
収

額
の

増
額

に
努

め
る

必
要

が
あ

る
。

　
⑸

　
債

権
管

理
業

者
（

サ
ー

ビ
サ

ー
）

の
活

用
　

　
　

選
択

と
集

中
に

よ
る

効
率

的
な

債
権

の
管

理
を

最
大

限
に

実
施

し
て

も
、

限
ら

れ
た

人
員

で
の

管
理

に
は

限
界

が
あ

り
、

債
権

管
理

業
者

（
サ

ー
ビ

サ
ー

）
の

活
用

を
検

討
す

る
べ

き
で

あ
る

。
　

⑹
　

違
約

金
の

算
定

　
　

　
支

払
未

完
了

の
貸

付
金

に
つ

い
て

は
、

償
還

指
導

時
に

違
約

金
を

計
算

し
て

把
握

し
て

い
る

が
、

元
利

が
未

納
の

も
の

に
つ

い
て

も
潜

在
的

な
違

約
金

で
あ

る
た

め
、

年
一

度
、

年
度

末
時

点
等

一
定

時
点

の
違

約
金

額
を

把
握

し
管

理
す

る
べ

き
で

あ
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（

改
善

措
置

）
12　

⑴
　

延
滞

先
に

は
こ

れ
ま

で
以

上
に

訪
問

し
、

現
況

を
把

握
し

、
督

促
を

行
う

と
と

も
に

回
収

及
び

回
収

額
の

増
額

に
努

め
て

い
る

。
ま

た
、

債
務

者
か

ら
の

回
収

が
困

難
な

貸
付

先
に

対
し

て
は

、
連

帯
保

証
人

を
訪

問
し

回
収

の
強

化
を

図
る

と
と

も
に

、
関

係
機

関
と

も
連

携
し

な
が

ら
、

不
良

債
権

の
解

消
に

努
め

て
い

る
。

　
⑵

　
延

滞
先

、
条

件
変

更
先

を
集

中
的

に
訪

問
し

、
正

常
先

に
対

す
る

把
握

は
、

組
合

事
務

局
に

よ
る

ヒ
ア

リ
ン

グ
で

簡
便

化
す

る
な

ど
、

未
収

金
の

回
収

と
発

生
防

止
に

人
的

資
源

を
集

中
し

て
管

理
す

る
こ

と
と

し
た

。
　

⑶
　

貸
付

先
企

業
に

対
し

て
企

業
連

携
支

援
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
制

度
を

周
知

し
、

活
用

を
希

望
し

た
企

業
に

は
同

制
度

に
よ

る
専

門
家

を
派

遣
し

、
中

小
企

業
基

盤
整

備
機

構
と

連
携

し
貸

付
先

へ
の

経
営

支
援

を
実

施
し

た
。

今
後

と
も

、
不

良
債

権
化

の
防

止
や

回
収

額
の

増
加

を
図

る
た

め
、

中
小

企
業

基
盤

整
備

機
構

と
連

携
し

適
切

な
債

権
管

理
に

努
め

る
。

　
⑷

　
あ

き
た

企
業

活
性

化
セ

ン
タ

ー
の

中
小

企
業

診
断

士
の

指
導

や
各

種
支

援
事

業
の

活
用

に
よ

り
、

貸
付

先
の

経
営

改
善

を
図

り
な

が
ら

回
収

額
の

増
額

に
努

め
て

い
る

。
　

⑸
　

中
小

企
業

基
盤

整
備

機
構

主
催

の
研

修
会

に
参

加
し

、
他

県
の

債
権

管
理

業
者

の
活

用
状

況
に

つ
い

て
現

況
把

握
を

行
っ

た
。

平
成

21年
度

は
、

サ
ー

ビ
サ

ー
へ

の
調

査
・

回
収

業
務

の
委

託
に

つ
い

て
民

間
の

意
見

を
参

考
に

し
な

が
ら

検
討

す
る

。
　

⑹
　

毎
年

度
末

時
点

で
の

違
約

金
額

を
計

算
し

て
管

理
す

る
こ

と
と

し
た

。

（
意

見
）

13　
工

業
団

地
開

発
事

業
に

係
る

未
収

金
に

つ
い

て
　

⑴
　

売
買

契
約

の
合

意
解

除
に

よ
る

違
約

金
発

生
回

避
の

検
討

　
　

　
契

約
締

結
後

も
譲

受
企

業
の

売
買

契
約

条
件

の
遵

守
状

況
を

定
期

的
に

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

し
、

指
定

期
日

ま
で

に
事

業
の

用
途

に
供

す
る

こ
と

が
出

来
ず

、
違

約
金

が
発

生
す

る
可

能
性

が
あ

る
場

合
に

は
、

合
意

解
除

の
可

能
性

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
　

　
　

ま
た

、
こ

の
よ

う
な

防
止

策
の

方
針

を
契

約
書

に
盛

り
込

む
等

、
文

書
化

す
る

必
要

が
あ

る
。

　
⑵

　
土

地
売

買
時

の
貸

付
料

の
精

算
と

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
必

要
性

　
　

　
土

地
の

賃
貸

借
か

ら
売

買
へ

の
移

行
に

あ
た

っ
て

は
、

貸
付

料
の

未
納

を
解

消
し

て
か

ら
売

買
代

金
を

納
入

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。
　

　
　

ま
た

、
当

工
業

団
地

分
譲

制
度

は
県

の
長

期
的

な
経

済
発

展
の

た
め

の
制

度
で

あ
り

、
制

度
趣

旨
に

見
合

う
土

地
分

譲
で

あ
る

こ
と

の
確

認
と

し
て

、
譲

受
企

業
が

同
用

地
で

事
業

を
継

続
す

る
能

力
及

び
意

思
が

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
必

要
が

あ
る

。
（

改
善

措
置

）
13　

⑴
　

現
在

は
、

譲
渡

及
び

貸
付

け
し

た
企

業
に

つ
い

て
も

信
用

調
査

等
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

は
必

要
に

応
じ

随
時

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
違

約
金

が
発

生
し

た
場

合
、

売
買

代
金

と
の

相
殺

条
項

は
、

契
約

書
に

条
文

化
し

て
い

る
。

　
⑵

　
現

在
は

、
工

業
団

地
の

分
譲

・
貸

付
け

を
行

う
場

合
、

必
ず

信
用

調
査

等
を

行
い

、
相

手
企

業
の

経
営

状
況

を
分

析
し

た
上

で
、

契
約

等
の

手
続

き
を

行
っ

て
い

る
。

賃
貸

か
ら

譲
渡

に
移

行
す

る
場

合
で

あ
っ

て
も

、
信

用
調

査
等

の
経

営
分

析
は

あ
ら

た
め

て
行

っ
て

お
り

、
貸

付
料

の
支

払
い

状
況

に
つ

い
て

も
確

認
し

た
上

で
手

続
を

進
め

て
い

る
。

（
意

見
）

14　
港

湾
施

設
使

用
料

に
係

る
未

収
金

に
つ

い
て

　
　

長
期

・
一

定
金

額
以

上
の

使
用

許
可

に
つ

い
て

、
許

可
更

新
時

等
、

定
期

的
に

納
入

義
務

者
の

財
政

状
況

等
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
行

う
こ

と
が

望
ま

し
い

。
　

　
ま

た
、

一
定

期
間

を
定

め
、

当
該

期
間

を
超

え
て

使
用

料
を

滞
納

し
た

場
合

は
施

設
使

用
許

可
を

取
り

消
す

等
の

ル
ー

ル
の

導
入

も
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
（

改
善

措
置

）
14　

許
可

更
新

時
等

に
お

け
る

使
用

者
の

財
務

状
況

等
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
て

財
務

　
　

帳
票

の
提

出
を

求
め

る
な

ど
、

引
き

続
き

詳
細

に
状

況
把

握
を

行
う

よ
う

努
め

る
。

　
　

ま
た

、
使

用
料

が
滞

納
さ

れ
た

場
合

は
使

用
許

可
の

取
り

消
し

を
行

う
な

ど
の

ル
ー

ル
の

導
入

に
つ

い
て

は
、

秋
田

県
港

湾
施

設
管

理
条

例
に

お
い

て
指

定
の

期
限

内
に

使
用

料
を

納
付

し
な

い
場

合
、

使
用

を
取

り
消

し
ま

た
は

停
止

す
る

こ
と

が
で

き
、

か
つ

、
滞

納
し

た
使

用
料

に
つ

い
て

も
地

方
自

治
法

に
基

づ
く

強
制

徴
収

が
可

能
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
必

要
に

応
じ

こ
れ

ら
の

措
置

を
実

施
す

る
。

（
意

見
）

15　
母

子
寡

婦
福

祉
資

金
に

係
る

未
収

金
に

つ
い

て
　

⑴
　

償
還

率
の

低
下

へ
の

対
処

　
　

　
未

収
金

の
増

加
傾

向
は

秋
田

地
域

振
興

局
と

平
鹿

地
域

振
興

局
で

特
に

顕
著

で
あ

り
、

現
状

の
確

認
と

償
還

率
低

下
の

原
因

分
析

、
今

後
の

対
処

方
針

に
つ

い
て

、
以

下
に

係
る

検
討

が
必

要
で

あ
る

。
　

　
・

多
様

な
償

還
方

法
に

よ
る

納
め

や
す

い
体

制
の

構
築

　
　

・
貸

付
シ

ス
テ

ム
見

直
し

に
よ

る
業

務
量

の
軽

減
　

　
・

母
子

自
立

支
援

員
等

の
デ

ス
ク

ワ
ー

ク
軽

減
に

よ
る

償
還

指
導

の
充

実
　

　
・

市
の

母
子

自
立

支
援

員
と

の
連

携
に

よ
る

償
還

指
導

　
　

・
連

帯
借

受
人

の
審

査
の

厳
格

化
　

　
・

事
業

評
価

指
標

に
償

還
率

を
加

え
る

こ
と

。
　

⑵
　

県
外

に
在

住
し

て
い

る
滞

納
者

へ
の

対
応

　
　

　
県

が
抱

え
て

い
る

県
外

在
住

者
の

滞
留

債
権

は
、

組
織

を
横

断
的

に
み

る
と

多
数

存
在

し
て

い
る

た
め

、
滞

留
債

権
の

管
理

方
法

に
つ

い
て

、
効

率
的

な
方

策
を

検
討

す
べ

き
で

あ
る

。
　

⑶
　

関
係

書
類

の
整

備
・

運
用

　
　

　
事

務
処

理
の

引
継

ぎ
等

の
関

係
で

、
福

祉
事

務
所

に
よ

り
整

備
・

運
用

ル
ー

ル
が

異
な

っ
て

お
り

、
債

権
管

理
簿

な
ど

に
つ

い
て

、
今

後
、

よ
り

効
率

的
な

整
備

・
運

用
体

制
を

統
一

的
に

検
討

す
べ

き
で

あ
る

。
　

⑷
　

母
子

寡
婦

福
祉

資
金

貸
付

シ
ス

テ
ム

　
　

①
　

シ
ス

テ
ム

の
見

直
し

　
　

　
　

違
約

金
を

効
率

的
に

計
算

で
き

ず
、

秋
田

県
母

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
の

手
引

き
を

運
用

す
る

た
め

に
は

、
シ

ス
テ

ム
を

見
直

す
必

要
が

あ
る

。
　

　
②

　
債

権
管

理
機

能
の

充
実

　
　

　
　

債
権

管
理

機
能

が
基

本
的

に
な

く
、

よ
り

効
率

的
に

債
権

管
理

を
行

え
る

よ
う

、
シ

ス
テ

ム
を

見
直

す
べ

き
で

あ
る

。
　

　
③

　
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
機

能
　

　
　

　
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
機

能
を

持
た

せ
、

万
が

一
の

場
合

に
も

対
応

で
き

る
体

制
に

す
べ

き
で

あ
る

。
　

　
④

　
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
と

の
連

携
　

　
　

　
今

後
、

生
活

保
護

シ
ス

テ
ム

用
の

パ
ソ

コ
ン

か
ら

切
り

離
し

、
子

育
て

支
援

課
が

そ
の

運
用

管
理

を
行

い
、

併
せ

て
、

不
具

合
箇

所
の

修
正

等
を

行
う

こ
と

を
予

定
し

て
い

る
が

、
見

直
し

の
際

に
は

、
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
関

係
者

と
連

携
し

、
よ

り
効

率
的

な
運

用
体

制
に

す
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

（
改

善
措

置
）

15
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⑴
　

平
成

21年
度

に
口

座
振

替
を

導
入

し
、

併
せ

て
母

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
シ

ス
テ

ム
の

更
新

を
行

う
。

母
子

寡
婦

福
祉

貸
付

金
事

務
に

つ
い

て
は

、
貸

付
金

担
当

職
員

を
置

き
、

母
子

自
立

支
援

員
と

連
携

し
な

が
ら

業
務

の
遂

行
に

当
た

る
こ

と
と

し
た

。
　

⑵
　

県
外

在
住

の
滞

納
者

へ
の

訪
問

催
告

に
つ

い
て

は
、

健
康

福
祉

部
と

し
て

の
統

一
的

な
対

応
方

針
を

平
成

21年
度

中
に

出
す

べ
く

調
整

中
で

あ
る

。
　

⑶
　

担
当

者
会

議
及

び
研

修
会

を
通

じ
て

貸
付

事
務

の
統

一
的

な
運

用
を

徹
底

し
た

。
　

⑷
　

平
成

21年
度

に
母

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
シ

ス
テ

ム
を

更
新

す
る

予
定

で
あ

り
、

こ
の

更
新

に
よ

り
①

か
ら

③
に

つ
い

て
は

、
改

善
を

図
る

。
ま

た
、

④
に

つ
い

て
は

、
時

期
は

未
定

で
あ

る
が

、
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
の

更
新

時
に

連
携

が
図

れ
る

よ
う

会
計

管
財

課
と

調
整

中
で

あ
る

。

（
意

見
）

８
　

恩
給

過
払

金
に

係
る

未
収

金
に

つ
い

て
　

　
住

民
基

本
台

帳
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
る

生
存

確
認

に
よ

り
、

今
後

同
じ

よ
う

な
未

収
金

が
発

生
す

る
可

能
性

は
少

な
い

が
、

既
存

の
未

収
金

に
つ

い
て

は
、

総
務

事
務

セ
ン

タ
ー

、
教

育
庁

福
利

課
両

課
で

情
報

交
換

す
る

な
ど

、
回

収
に

向
け

た
よ

り
合

理
的

な
方

策
の

検
討

が
望

ま
れ

る
。

（
改

善
措

置
）

８
　

未
収

金
の

回
収

に
つ

い
て

は
、

現
在

も
両

課
に

お
い

て
情

報
交

換
を

し
、

居
住

地
確

認
を

通
じ

督
促

訪
問

に
よ

り
回

収
に

努
め

て
お

り
ま

す
。

今
後

も
、

債
務

者
の

住
民

登
録

地
の

市
役

所
に

居
住

状
況

の
確

認
を

す
る

と
と

も
に

、
現

地
を

訪
問

し
本

人
と

の
接

触
を

探
り

な
が

ら
過

払
い

金
の

早
期

回
収

に
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

　
　

　
　

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
監
査
委
員
公
告
第
２
号

　
平

成
19年

度
包

括
外

部
監

査
の

結
果

に
基

づ
き

講
じ

た
措

置
に

つ
い

て
秋

田
県

教
育

委
員

会
か

ら
通

知
が

あ
っ

た
の

で
、

地
方

自
治

法
（

昭
和

22年
法

律
第

67号
）

第
252条

の
38第

６
項

の
規

定
に

基
づ

き
、

次
の

と
お

り
公

表
す

る
。

　
　

平
成

21年
２

月
24日

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
秋

田
県

監
査

委
員

　
金

　
谷

　
信

　
栄

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
秋

田
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監
査

委
員

　
こ

だ
ま

　
祥

　
子

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
秋

田
県

監
査

委
員

　
大

　
和

　
顯

　
治

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
秋

田
県

監
査

委
員

　
菊

　
地

　
康

　
男

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
教

　
総

─
─

─
3773

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
平

成
21年

１
月

23日
　

秋
田

県
監

査
委

員
　

金
　

谷
　

信
　

栄
　

秋
田

県
監

査
委

員
　

こ
だ

ま
　

祥
　

子
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

様
　

秋
田

県
監

査
委

員
　

大
　

和
　

顯
　

治
　

秋
田

県
監

査
委

員
　

菊
　

地
　

康
　

男
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
秋

田
県

教
育

委
員

会
平

成
19年

度
包

括
外

部
監

査
の

結
果

に
基

づ
き

講
じ

た
措

置
に

つ
い

て
（

通
知

）
　

　
　

　
　

　
平

成
20年

３
月

11日
付

け
で

秋
田

県
包

括
外

部
監

査
人

白
山

真
一

か
ら

提
出

さ
れ

た
平

成
19年

度
包

括
外

部
監

査
の

結
果

に
基

づ
き

講
じ

た
措

置
に

つ
い

て
、

地
方

自
治

法
第

252条
の

38第
６

項
の

規
定

に
基

づ
き

、
別

紙
の

と
お

り
通

知
し

ま
す

。
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監
査
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員
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告
第
３
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平

成
19年

度
包

括
外

部
監

査
の

結
果

に
基

づ
き

講
じ

た
措

置
に

つ
い

て
秋

田
県

警
察

本
部

長
か

ら
通

知
が

あ
っ

た
の

で
、

地
方

自
治

法
（

昭
和

22年
法

律
第

67号
）

第
252条

の
38第

６
項

の
規

定
に

基
づ

き
、

次
の

と
お

り
公

表
す

る
。
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成
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２
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だ
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委
員

　
大

　
和
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治
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監
査

委
員

　
菊

　
地

　
康
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秋

本
務

第
119

号
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

平
成

21年
２

月
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秋

田
県

監
査

委
員

　
金

　
谷

　
信

　
栄

　
秋

田
県

監
査

委
員

　
こ

だ
ま

　
祥

　
子

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
様

　
秋

田
県

監
査

委
員

　
大

　
和

　
顯

　
治

　
秋

田
県

監
査

委
員

　
菊

　
地

　
康

　
男

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

秋
田

県
警

察
本

部
長

平
成

19年
度

包
括

外
部

監
査

の
結

果
に

基
づ

き
講

じ
た

措
置

に
つ

い
て

（
通

知
）

　
　

　
　

　
　

平
成

20年
３

月
11日

付
け

で
秋

田
県

包
括

外
部

監
査

人
白

山
真

一
か

ら
提

出
さ

れ
た

平
成

19年
度

包
括

外
部

監
査

の
結

果
に

基
づ

き
講

じ
た

措
置

に
つ

監
　

査
事

件
名

未
収

金
等

の
管

理
監

　
査

年
月

日
平

成
19年

８
月

29日
か

ら
平

成
20年

２
月

14日
ま

で

（
意

見
）

10　
過

料
（

放
置

違
反

金
）

に
係

る
未

収
金

に
つ

い
て

　
　

今
後

、
未

収
金

の
増

加
に

よ
り

債
権

管
理

の
負

担
が

増
え

る
可

能
性

が
あ

る
た

め
、

会
計

管
財

課
が

作
成

し
た

債
権

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
参

考
に

す
る

な
ど

し
て

、
合

理
的

な
管

理
手

法
を

構
築

す
る

べ
き

で
あ

る
。

（
改

善
措

置
）

10　
放

置
駐

車
違

反
に

つ
い

て
は

、
警

察
官

等
が

放
置

車
両

と
し

て
確

認
標

章
を

取
り

付
け

た
時

点
か

ら
警

察
本

部
交

通
指

導
課

に
お

い
て

「
放

置
駐

車
管

理
シ

ス
テ

ム
」

に
よ

り
放

置
駐

車
管

理
台

帳
を

作
成

し
、

手
続

終
結

に
至

る
ま

で
一

元
管

理
し

て
い

る
。

　
　

さ
ら

に
、

放
置

違
反

金
未

納
者

に
つ

い
て

は
、

「
滞

納
処

分
指

揮
簿

」
に

処
分

実
施

状
況

を
記

載
し

、
管

理
し

て
い

る
。

　
　

な
お

、
今

後
も

放
置

違
反

金
未

納
者

に
つ

い
て

は
、

「
道

路
交

通
法

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

の
一

部
の

施
行

等
に

伴
う

違
法

駐
車

対
策

関
係

事
務

の
取

扱
い

に
つ

い
て

（
例

規
）

」
（

平
成

18年
２

月
14日

付
け

秋
本

交
指

第
22号

、
交

企
第

18号
、

交
制

第
14

号
）

及
び

「
放

置
違

反
金

等
の

徴
収

事
務

実
施

要
領

の
一

部
改

正
に

つ
い

て
（

例
規

）
」

（
平

成
19年

９
月

14日
付

け
秋

本
交

指
第

229号
、

会
第

998号
）

に
従

い
、

厳
正

か
つ

的
確

に
徴

収
事

務
を

進
め

て
い

く
。

監
　

査
事

件
名

未
収

金
等

の
管

理
監

　
査

年
月

日
平

成
19年

８
月

29日
か

ら
平

成
20年

２
月

14日
ま

で

い
て

、
地

方
自

治
法

第
252条

の
38第

６
項

の
規

定
に

基
づ

き
、

別
紙

の
と

お
り

通
知

し
ま

す
。
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